
特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会

2021年度事業報告・決算

６３点のおもちゃが受賞

オンラインで選考・授賞式を開催

（Ⅰ）「グッド・トイ2021」選考

4月より応募受付開始。感染拡大により移動制限があった
ため、一同に会する選考会をオンライン形式に変更。オン
ラインだからこそより丁寧な選考ができるよう、５～６月に４
日間に渡り選考委員・運営委員約30名が集い選考会を
行った。

新たな試みとしてルール等が複雑なゲーム系おもちゃに
対し「ゲーム選考委員」を立ち上げ、ジャンルに特化した
選考行った。最終的に63点がグッド・トイを受賞した。

（Ⅱ）グッド・トイフォーラム（授賞式）

11月14日に「グッド・トイフォーラム」を開催。新型コロナウ
イルスの影響によりオンラインで開催を行った。選定証授
与式や受賞メーカー・作家からのコメントなど全国各地か
ら約150名が参加をした。

（Ⅲ）普及・啓発

11月14日に「グッド・トイガイド2021」を発刊。また、東京
おもちゃ美術館のグッド・トイ展示室のほか、全国の姉妹
館やグッド・トイカフェなどで新受賞玩具を展示・紹介する
など普及活動も各地で行った。

グッド・トイ大賞、おうち遊び賞
おんせん木玉ちゃん（株式会社大崎材木店）

①グッド・トイ選考・普及事業 （担当理事：善本眞弓）１．普及・啓発事業

林野庁長官賞
木づな（佐藤 良）

ユニバーサル賞
カーブドミノ（フリドリン社・ドイツ／サンタ）

多世代交流賞
筒けん（株式会社筒けん）

芸術と遊び賞 OCTONS
（ガルト社・イギリス／株式会社ボーネルンド）



２．専門家の
育成事業 ①芸術・絵画部門 (専門家の育成事業担当理事：稲葉恭子／丸山智子／鐙勉）

WEB講座「わらべうた遊び 未満児編」
撮影風景 講師：田村洋子

（Ⅶ）芸術教育学校 秋・冬・春の3シーズン追加開催

追加WEB講座作成数：20講座 受講者数：約460名

年間通して芸術教育学校の

WEB講座を開講

（Ⅰ）夏の芸術教育学校

開催期間：7月26日～8月11日

会場：東京・大阪 講座数：147講座 受講者数：約1800名

WEB講座数：21講座 受講者数約2500名

（Ⅱ）絵画指導養成講座

・初級絵画指導インストラクター

認定者数：通学コース 53名 通信コース 132名

・上級絵画指導インストラクター

認定者数：通学コース 25名 通信コース 39名

・絵画指導スペシャリスト養成講座

オンライン開催 15期認定者数：11名

（Ⅲ）子どものための芸術と遊びフォーラム オンライン開催

開催日：2022年2月23日・27日 参加者数：約100名

（Ⅳ）講師研究交流会 オンライン開催

開催日：2021年11月21日 参加者：約60名

（Ⅴ）あーと・らぼ 造形教室 11名 絵画教室 3名
WEB講座「友だちとの関わりを楽しむ歌あそび」撮影風景 講師：荒牧光子



②高齢者部門（高齢者アクティビティ開発センター）
２．専門家の
育成事業

オンライン交流に注力！サプライズで
99歳ご利用者さん誕生日の祝福も！

（Ⅰ）アクティビティ インストラクター

コロナ禍、オンライン受講が中心となったが、おもちゃコンサ
ルタント・おもちゃ学芸員の方々の受講が増え、会員の方か
らの高齢者ケアへの関心が徐々に高まってきていると感じら
れた。

認定数は、オンライン 103名、通学 6回開催（東京3回・
地方3回） 92名。合計195名となった。

（Ⅱ）アクティビティ ディレクター

第29期（9-10月）をオンラインで初開催、アクティビティ・ケ
ア宣言施設からは、５名が受講。合計15名を認定。

（Ⅲ）アクティビティ・ケア宣言施設

「アクティビティ・ケア宣言施設」は、新認定1施設、１施設
が閉所、全11施設となった。

（Ⅳ）オンラインおもちゃゼミナール

アクティビティ ディレクターを講師に迎え、それぞれの専門
性を生かしたアクティビティ実践を学び合うゼミナールを行っ
た。全8回、延べ120名が受講。

（Ⅴ）オンラインで全国大会を開催

実践報告、アクティビティ・ケア宣言施設からの中継、施
設利用者参加型のアクティビティ実践「アクティビティ・ト
イ」「手工芸」「音楽」を行った。

実践では、ギターの生演奏で誕生日の利用者さんへバー
スデイソングをプレゼントするサプライズも飛び出し、利用
者さんの笑顔を支える熱い思いと努力が、演者と参加者
双方向のコミュニケーションから感じられる大会となった。

③おもちゃ部門
２．専門家の
育成事業

地方でも学びやすいようオンライン活用
学び方が選べるようになり、開催数増！

（Ⅰ）おもちゃインストラクター養成講座
年間97回開催（外部開催64回、自主開催33回）2374名が受
講。会場開催とオンライン開催の2通りの方法で実施。オンライン
コース申し込みは177名。

（Ⅱ）おもちゃコンサルタント養成講座
通学は、１６講義を４日間で取得できる土曜コース、日曜コース
を合わせて6期を開催。年間76名の受講生を集める。

Eラーニングは、年間137名の申込み。認定者は141名。スクー
リングを1日8時間のオンラインにて年間6回実施。東京に行くこと
が必須だったがオンライン開催ができるようになり、受講しやすく
なった。

（Ⅲ）その他
１）「保育とおもちゃ研究会」
保育や子どもに関わる会員とともにオンラインで5回開催。
全国から延べ90名が参加。芸術と遊びフォーラムの「おもちゃ遊
び」分科会でも実践発表があった。

２）香港
オンラインにて6月と12月に「おもちゃ・絵本・紙芝居・手作りおも
ちゃ」をテーマとした研修を、9月には、オンラインにておもちゃイン
ストラクター養成講座も開催。（連携：日本兒童教育專業協會）



木育インストラクター過去最多480名
都庁セミナーもオンラインで開催

（Ⅰ）木育インストラクター養成講座
木育の専門家を養成する１日講座。東京・大阪開催以外
にも、地方開催が過去最多の14回を開催。24回の開催
と480名の認定者数はどちらも過去最高を記録。ウッドス
タート宣言自治体からの開催要請も多くあり、地域の木育
推進にあたって、人材養成の必要性の高さを物語ってい
る。新保育指針、新幼稚園要領でも、幼い時から自然と
の関わりや生命尊重の意識を身につけることが求められて
おり、今後もニーズは高いものと思われる。

（Ⅱ）保育ナチュラリスト養成講座
昨年同様東京・大阪・千葉で計６回開催。約140名を認
定。フォローアップ講座も５回開催。どの講座も人気があり、
リピーターも多く、受講生の満足度も高い。受講後の活躍
の場として、下記都庁でのセミナーなどを紹介。多くの受
講生が参加し、運営にも関わっていただいた。

（Ⅲ）森のめぐみの保育環境セミナー2021
日程： 9月20日 共催：東京都 場所：オンライン開催
200名を越える参加者がオンラインで参加。森の恵み（川
上側）が、保育の現場（川下側）に持ち込まれて、実際に
どう活かされるのかについて、東京大学名誉教授の汐見
稔幸氏による基調講演、木育活動の実践園からの事例
報告として、ピオニイ保育園（中野区）、経堂保育園（世田
谷区）、中神保育園（昭島市）に登壇いただいた。

④自然部門
２．専門家の
育成事業

5

研究誌２年ぶりに発刊
Ｗｅｂマガジンで８名が連載執筆

（Ⅰ）Ｗｅｂマガジン 『good us（グッドアス）』
8名のおもちゃコンサルタントが連載を担当。幅広く遊
びの文化や魅力を発信した。
加藤 志保／君 ひとみ／石川 くに子／野口 さとこ
星野洸太／竹下 あきこ／横尾 泉／加藤 あゆみ

（順不同・敬称略）
お手玉・お風呂遊びなどの記事に人気が集まる。

（Ⅱ）2年ぶりに研究誌発行 『芸術と遊び』99号

コロナ禍における「芸術」と「遊び」の力をテーマに10名
が寄稿。絵画や造形の実践報告のほか、オンライン
フォーラム、会員の活動、Web講座の開催状況など
2020年度、2021年度の活動をまとめた。

①出版・情報発進 （担当理事：多田千尋）
３．調査研究・情報
発信事業

横尾泉さん「ドイツの保育園から見えた 遊びのデザイン」より

５



①病児の遊び支援 （担当理事：二瓶健次／森 庸祐）
４．体験の場
創出事業

オンラインを中心に活動を実施

難病児向けのおもちゃセットの開発

（Ⅰ）オンラインでの遊び支援

2020年5月に、家庭で過ごす難病児・障害児の緊急支
援策としてスタートした、会議用ツールＺＯＯＭを活用した
「オンラインおもちゃの広場」事業。2021年度も日常的な
あそび場、交流の場として、毎週水・土曜日の10：00～
10：30に実施し、約15名のおもちゃコンサルタントが活動
した。

新たに、ご家族の相談・交流事業として、子どもが寝た後
の時間帯を活用した

夜間のワークショップなども実施した。

助成：独立行政法人福祉医療機構(WAM）

（Ⅱ）病院でのおもちゃコンサルタントの活動

全国17病院での病児の遊びとボランティア活動は、病院
側で受け入れ態勢がとれないため、2021年度もすべて
の活動場所で中止とした。従来行っている病院での外来、
病棟のプレイルーム、病室のベッドサイドなどでの活動は、
本年度は開催を見送った。

（Ⅲ）セミナー

9月23日 病児の遊びとおもちゃオンラインセミナー

（ボランティア募集のためのスキルアップセミナー）

3月6日 公開オンラインセミナー

「第17回病児の遊びとおもちゃケア」

助成：独立行政法人福祉医療機構(WAM）

（Ⅳ） スマイルデー（東京おもちゃ美術館招待イベント）

コロナウイルス感染拡大防止のためオンラインイベントに変更。

赤ちゃんから中学生まで楽しめるプログラムを用意し、教材を
事前に参加者宅に送るなどオンラインでも実感を得られるよう
工夫も行った。

開催： 8月15日、22日、29日、 12月5日、12日、19日

プログラム例

・館内ツアー＆アイリッシュハープコンサート

・自然観察ワークショップ 中継＠八ヶ岳

・「カエデの木のスプーン」を作ろう

・「どんぐりころころ」を作ろう！

・簡単！かわいい海苔デコごはん

・ただじゅんのおまつり劇場・縁日あそび ほか

助成：日本財団、TOOTH FAIRY、日本歯科医師会



②おもちゃゼミナール （担当理事：馬場清）
４．体験の場
創出事業

goodus企画など新ゼミ増加で47開催

全国の会員の交流の場に！

2年目を迎えたオンラインおもちゃゼミナール。2021年度は
座長におもちゃインストラクター講師14名に加え、アクティビ
ティ講師8名、goodus投稿者4名での開催になった。

おもちゃや遊びそのものの講座だけでなく、手作りおもちゃの
素材研究や、子どもの発達、子育てに関するもの、また、おも
ちゃを通して、地域のことや障がい、高齢者を考えたり、実際
に活動するための方法についてなど全47講座。延べ人数約
509名が参加。

北海道から沖縄まで、多数の方が参加し、会員同士の交流
や、先輩から活動の経験聞いたり、同じ地域の方同士が出
会ったりという場にもなった。

開催数：47回 座長：26名 参加者数：のべ509名。

【ゼミナールテーマ】

・わらべうたであそぼ

・おもちゃ遊びアレンジ術

・手作りおもちゃ 素材研究会

・歌やおもちゃ、絵本で遊びながら手話を覚えよう！

・おもちゃの広場の広げ方

・子どもと楽しむ「遊び名人」になろう！

goodusタイアップ企画

・はじめませんか？ボードゲームのある暮らし

・かわいい手作りおもちゃアイデア＆発信術

高齢者の楽しいアクティビティ・ケア入門

・リハビリの専門家といっしょに考えよう！

・園芸はじめの一歩 など

各地の会員が工夫をこらし活動継続

広場や研修などが徐々に活発に
③移動型おもちゃ美術館

開催数：計4回、おもちゃの貸出2回
概況：昨年度もまた新型コロナウイルスの影響が大きく焼
津市、大館市、亀岡市の3回のみの開催となった。2020
年より始めた、おもちゃのセット貸出事業に関しては、三好
市と松浦市から要望をいただき、合計2回の開催となった。

④子育てサロン「おもちゃの広場」

北海道から沖縄県まで、85名のグループ開催者と76名
の自主開催者（どちらもおもちゃコンサルタント限定）による
地域の子育てサロン「おもちゃの広場」。

コロナの影響により、開催が難しい時期もあったが、人数
制限・予約制など、工夫を凝らして地域の子育て支援活
動が続けられ、様子はブログやFacebookページで報告。

ブログ https://blog.goo.ne.jp/toy-hiroba

FBページ https://www.facebook.com/toyhiroba2021

11月28日には、「第8回 おもちゃの広場全国大会」をオ
ンラインで開催。グッド・トイをテーマにしたリレートークや開
催事例報告などを行い、全国から約70名が参加した。

また、5月と9月に開催者によるオンラインミーティングを
行い、広場開催にまつわる諸テーマについて語り合った。

③キャラバン ④おもちゃの広場 その他
４．体験の場
創出事業

⑤東京おもちゃまつり 新型コロナ感染拡大のため中止

⑥地域活動支援（支部活動）

【支部長会議】 オンラインで３回開催

【グッド・トイカフェ】 下記の場所で開催を行った。

宮城 6月 福井 １１月 青森 12月

熊本 12月 徳島 1月 岐阜 2月

北海道 2月 群馬 2月 千葉 3月

【芸術と遊び創造ワークショップ】

新潟 12月 宮城 1月 千葉 3月 静岡 3月



木育推進事業 ①ウッドスタート （担当理事：多田千尋／大谷忠／馬場清）
５．地域活性化
事業

亀岡市がウッドスタート宣言

①ウッドスタート（誕生祝品事業）

（Ⅰ）自治体

地域活性化センターと連携し、オリジナルの木製玩具を
誕生祝品として寄贈する取組を継続。7月に京都府亀岡
市が新たにウッドスタート宣言を行い、宣言自治体数は、
53市区町村、3県が宣言にまで増加した。

また、3月には徳島県の三好市が贈呈式を開催し、誕生
祝い品の寄贈を開始した。四国は、徳島をはじめ各地で
おもちゃ美術館設立が計画されており、これらの拠点と連
携を図り、今後はウッドスタートの更なる普及を進めていく。

更に愛媛県西予市、東京都檜原村、岐阜県大野町など
では新しい誕生祝い品のおもちゃを開発した。

（Ⅱ）保育園 等

ピオニイ保育園（東京都）、木育こどもの家屯田園、木育
こどもの家 新川園（北海道札幌市）の3園がウッドスタート
宣言。これで宣言済みの園は26園となった。

（Ⅲ）ウッドスタートガイドブックの制作

ウッドスタート事業の全体像がわかる広報ツールを制作、
今後のウッドスタート普及のツールとして活用を開始した。

②林野庁補助事業 ③木育拠点整備 （担当理事：多田千尋／大谷忠／馬場清）
5．地域活性化
事業

木育サミットオンラインで連続開催

持続可能な社会を目指し語り合う

②林野庁補助事業

第9回 木育サミット
2月に開催 計4回のＬｉｖｅ配信と

今回のサミットでは、前回に提言された”自然と人の暮ら
し”との関係性やジャンルを超えた連携にも着目しながら、
「つなぐ」をキーワードに「ポストコロナ」時代における木育の
推進の意義について議論を深めた。

また、特別企画として行った林野庁長官の対談や宣言自
治体の首長からのスペシャルメッセージも人気の高いコン
テンツとなった。

③木育拠点整備

ウッドスタート宣言自治体、企業等において、誕生祝い品
事業に続く木育推進の取組として、地域材を活用し空間
構築の取組を支援した。



①東京おもちゃ美術館 （担当理事：多田千尋、後藤直人）
６．施設運営
および監修事業

２カ月の休館を実施
安心して過ごせる空間を目指して

（Ⅰ）全体状況
入館者数：4万9千人
前年度に続き完全事前予約制で運営。午前午後の2部
制にて開館していたが、消毒方法や除菌用具の導入によ
り、11月からは時間を区切らず開館することが出来た。
ただし、5月には東京都から大規模施設向けの休館要請
をうけ約1か月の休館。9月には感染拡大の状況を鑑み
初の自主休館も行った。入館者数が一時落ち込むことも
あったが、新宿区からも広報等の支援もあり、概ね当初の
予定通りの入館者数を迎えることが出来た。

（Ⅱ）おもちゃ学芸員（ボランティアスタッフ）
おもちゃ学芸員登録者数：318名
延べ参加者数：1217人
緊急事態宣言中は、活動を休止としている。1日の人数に
制限を設け、10月より少しづつ活動人数を増やしている。

（Ⅲ）企画展
第25回企画展『郷土玩具「土人形」』
2020年2月8日～2022年2月6日

（Ⅳ）イベント
入館者数が少ないなか、今期は無料の工作のほかに、有
料の工作にも力を入れた。10月より毎日開催し、790名
の参加があり目標人数を達成した。

２０２２年４月開館に向け準備開始

おもちゃ学芸員３２０名登録し大好評

（Ⅰ）全体状況

福岡市博多区の青果市場跡地に建設される大型商業施
設からの誘致をうけ、当法人２館目となる直営館を設立す
る。福岡を中心とする九州の会員を中心に、福岡県庁、県
内の木工家具会社などとも連携をとりながら、多世代交流、
子育て支援、木育拠点として整備を進めていく。

（Ⅱ）おもちゃ学芸員

8月からほぼ毎月「おもちゃ学芸員養成講座」を開講。全
席満員となり、320名が参加および登録を行った。大学生
から市民の積極的な参加を推進し、おもちゃを使った社会
活動を進める仲間づくりに力を入れる。

（Ⅲ）広報・イベントなど

オンライントークショーを毎月実施。SNSを使った広報にも
力を入れる。設立資金の一部をクラウドファンディングで募
り700名以上の方から800万円の超える寄付を受けた。

美術館の周知を図るためのプレイベントとして、市内の児童
館にて「おもちゃの広場」や移動型おもちゃ美術館を計5回
開催した。

②福岡おもちゃ美術館 （担当理事：多田千尋、馬場清）
６．施設運営
および監修事業














